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令和６年２月２２日 

下阪本小学校から被災地へ 

～令和４年度の学校夢づくりプロジェクトを活用する！～ 

 この度の能登半島沖地震は、本校の多くの児童も揺れを経験した。ニュースで現地の状況

を見る中で、昨年度の学校夢づくりプロジェクトで作成した「思いやりボックス」の存在に

気付いた児童がいた。思いやりボックスとは、本校が災害時に避難所となった時に活用する

もので、中には手回し充電ラジオや杖、マスク、使い捨てカイロ、衛生用品等が入っている。 

そのため本来は本校に避難してきた方のための物であるが、今、必要としているところに

送るべきと考え、今回の取組を行うことになった。思いやりボックスのポスターや点字の案

内・英語の案内と本校児童の手紙も同封する。 

 

記 

 

１ 日 時 令和６年２月２６日（月） １４：４５～１５：３０ 

２ 場 所 下阪本小学校、下阪本郵便局 

３ 主催者 児童会執行部 

４ 内 容 児童が「思いやりボックス」の送付を郵便局に依頼します。 

  

    

 

お問い合わせ先 

担当者 大津市立下阪本小学校 担当 教頭  森 茂 

連絡先 Tel:578-0502 内線  

総合計画 

位置付け 

基本 

方針 

基本 

政策 
施策 

取組の

方向性 

主な 

取組 

１ １ ３ １ １ 

児童生徒の肖像権について  ※いずれかの（ ）に○を記入 

（●）当日参加する全員の児童生徒の撮影が可能です。顔を正面から撮影することも可能です。 

（ ）当日参加する一部の児童生徒の撮影についてご遠慮ください。 

※撮影できない児童生徒は、当日に（校長・教頭・［   ］教諭）がお知らせします。 

（ ）その他お願いしたいこと（                       ） 


